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プロジ ェ ク ト 構造
第 2 章 　 プロジ ェ ク ト 構造

2.1 プロ ジェ ク ト 構造と特長
　 Lattice Diamond のプロ ジェ ク ト 構造と し て、 以下のよ う な特長があ り ます。

１ ． 単一ラ イセン スで複数のデザイ ン ・ プロジェ ク ト を同時実行する こ と ができ ます

• 同一プロ ジェ ク ト を対象にし た複数実行は除き ます

• Synplify-Pro も同様に GUI を複数立ち上げて実行する こ と ができ ます

• Diamond 3.12 のみに付属する ModelSim Lattice Edition は、 異なる シ ミ ュ レーシ ョ ン ・ プロ ジェ
ク ト に対し て GUI を複数立ち上げる こ と はでき ますが、 シ ミ ュ レーシ ョ ンの複数実行はでき ま
せん （Diamond 3.11 までに付属する Active-HDL Lattice Edition も同様です）

２ ． デザイ ン ・ プロ ジェ ク ト は大き く は ” ス ト ラ テジー ” および ” イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ”、 と い う
二つの構成要素で管理されます。 本章で詳細に記述し ます

３ ． 本ユーザガイ ド のカバーし ていない項目やよ り 詳細については以下をご参照 く ださい

• ス ター ト ページ ・ ビ ューから リ ン ク されている ド キ ュ メ ン ト 類

• オン ラ イ ンヘルプ （ メ ニ ュー [Help] → [Lattice Diamond Help]）

• ラ テ ィ スセ ミ コ ンダ ク ターのウ ェブサイ ト （https://www.latticesemi.com）

• 特定の ト ピ ッ ク スについて知 り たい場合、 GUI 上でマウ スポイ ン ターを当該ア イ テムに移動し
た状態でフ ァ ン ク シ ョ ンキー 『F1』 を押し ます。 当該項目についてのオン ラ イ ンヘルプ ・ ペー
ジを直接表示する こ と ができ ます （” コ ンテキス ト ・ センシテ ィ ブ ・ ヘルプ ”）

　 Lattice Diamond では、 ” プロ ジェ ク ト ” ご と にデザイ ンを構成し ますが、 主な管理機構は ” ス ト ラ テジー 
（Strategy） ” と ” イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン （Implementation） ” と い う 考え方です。 プロ ジェ ク ト には必ず一
つの ”LPF 制約フ ァ イル ” が存在し、 ユーザが用意する RTL ソース フ ァ イルがプロ ジェ ク ト の入力にな り ま
す （図 2-1）。

　 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンはデザイ ンの管理単位であ り 、 デザイ ン実装に関わる全てのフ ァ イルを含んだも
のです。 論理合成や配置配線と いった処理プロセスはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン単位で行われます。 RTL ソー
ス フ ァ イルは [Input Files] セ ク シ ョ ン、LPF 設計制約フ ァ イルは [LPF Constraint Files] セ ク シ ョ ン、 これ以外   
にオンチッ プ ・ ロ ジアナ Reveal 用は [Debug Files] セ ク シ ョ ン、 書き込み用フ ァ イルは [Programming Files] セ  
ク シ ョ ンに、 などそれぞれ表示されます。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは複数作成する こ と ができ ます。

　 ス ト ラ テジーは各プロセスの制約設定 （Constraints、 Preferences） やオプシ ョ ン設定を一元管理する機構
です。 定義済みス ト ラ テジーは五種類あ り 、 プロ ジェ ク ト と し て管理され、 また イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンご
と に使用する ス ト ラ テジーを １ つ指定し ます。 複数のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで同じ ス ト ラ テジーを共用す
る こ と も、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンご と に異なる ス ト ラ テジーを割 り 当てる こ と も可能です （図 2-2）。 ス ト 
ラ テジー ・ オプシ ョ ン個々の詳細についてはプロセス各章の記述をご参照 く ださい。

　 デザイ ンエン ト リ ーは RTL ソース フ ァ イル （VHDL/Verilog HDL 記述） や回路図、 EDIF のいずれかです 
が、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンご と に登録 （イ ンポー ト ） し ます。 複数のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで同じ ソー
ス フ ァ イルを参照し て共用する こ と が可能です （図 2-2）。 モジュール生成 （第 4 章参照） し た場合は、 RTL 
ソース フ ァ イルの代わ り に、 自動生成される定義フ ァ イル （.ipx または .sbx） を イ ンポー ト し ます。
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註 ： 本 Lattice Diamond 日本語マニュ アルは、 日本語によ る理解のため一助と し て提供し ています。 作成にあたっては各 ト ピ ッ クについて可能な限 り 正確を期し てお 
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た場合は技術サポー ト 担当者にお問い合わせ頂 く か、 または最新の英語オ リ ジナル ・ ソース を参照する よ う にお願い致し ます。
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図 2-1. プロ ジェ ク ト 構造

　 各プロセスの処理で、 デザイ ン ソース ・ フ ァ イル と LPF 設計制約フ ァ イル以外は必須ではあ り ません。

　 なお、 本ユーザガイ ド では回路図入力や EDIF 入力時の記述を省略し ていますので、 オン ラ イ ンヘルプを
ご参照 く ださい。

図 2-2. 複数イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン時の各ソース ・ フ ァ イルの共有例

　 プロジェ ク ト を構成する フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ュー （File List） 内の各フ ァ イルについて、 ボール ド字体表示 
の意味する こ と には二通 り あ り ます。 [Input Files] セ ク シ ョ ンのソース フ ァ イルについては、 ト ッ プモジュー 
ル と し て認識されたフ ァ イルがボール ド表示にな り ます。 ボール ド表示が二つ以上あった り 、 或いは一つも
ない場合は、 その状態を解消する必要があ り ます。

　 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン下のそれ以外の各セ ク シ ョ ン と、 [Strategies] セ ク シ ョ ンについては ” ア ク テ ィ ブ
” なフ ァ イルがボール ド字体表示にな り ます。 それらは複数のフ ァ イルが登録される こ と が可能ですが、 各
プロセスに適用される ア ク テ ィ ブな設定フ ァ イルはそれぞれ一つのみです。 この ” ア ク テ ィ ブ ” については
第 2.3.3 項、 第 2.4.4 項、 第 2.5.3 項をそれぞれご参照 く ださい。

2.2 プロ ジェ ク ト 管理

2.2.1 新規プロ ジェ ク ト の作成

　 新規プロジェ ク ト の作成は、メ ニューバーから [File] → [New] → [Project] の順に選択するか、ス ター ト ペー
ジ ・ ビ ュー左上部の [Project] セ ク シ ョ ンで ”New...” を選択し ます。 これで ”New Project” ウ ィ ン ド ウが表示
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されます （図 2-3） ので、 その指示に従ってデバイ ス等を選択すればプロジェ ク ト が生成されます。

　 プロジェ ク ト 生成に伴って ” プロ ジェ ク ト ・ フ ォルダー ” は自動作成されませんので、 フ ィ ッ テ ィ ング用
の作業フ ォルダーを事前に作成し てお く 事を推奨し ます。

図 2-3. 新規プロ ジェ ク ト の作成開始

　 ”New Project” ウ ィ ン ド ウの始めは、 プロ ジ ェ ク ト の生成に必要なフ ォルダーやデバイ ス を指定する旨の 
メ ッ セージが表示されています。 そのま ま 『Next>』 ボタ ンを ク リ ッ ク し、 次に表示される ウ ィ ン ド ウでプロ
ジェ ク ト 名と プロジェ ク ト のフ ォルダーパス を設定し ます （図 2-4）。

　 Project セ ク シ ョ ンの 「Name」 セルにプロ ジェ ク ト 名を入力し ます。 プロ ジ ェ ク ト 名 と し て使用でき る文
字は、 アルフ ァベッ ト 、 数字と ”_” （アンダース コ ア） です （先頭の 1 文字目はアルフ ァベッ ト のみ）。 使用
できない文字はキーを打って も入力されません。

図 2-4. 新規プロ ジェ ク ト の作成～プロ ジェ ク ト 名 と フ ォルダーパスの設定

　 「Location:」セルにはプロジェ ク ト で使用する フ ォルダーを指定し ます。直接パス を入力するか、『Browse...』
ボタ ンを ク リ ッ ク し て立ち上がる ウ ィ ン ド ウ上で適切なフ ォルダーを選択し ます。 フ ォルダーパス を直接入
力し た場合で、 指定し たフ ォルダーが存在し ない と自動的に新しいフ ォルダーが生成されます。

　 Implementation セ ク シ ョ ンの 「Name:」 セルにはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名を入力し ます。 デフ ォル ト 名の
”impl1” が自動的に入力されていますが、 変更でき ます。 「Name:」 を変更する と 「Location:」 セルのパス表示
Lattice Diamond プロジ ェ ク ト 構造 2-3
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も自動的に更新されます。 設定が完了後、 『Next >』 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 次はソース を イ ンポー ト する 
ウ ィ ン ド ウ [Add Source] が表示されます （図 2-5）。

図 2-5. プロ ジェ ク ト の新規作成～ソース フ ァ イルのイ ンポー ト

　 『Add Source...』 ボタ ンを ク リ ッ クする と起動する フ ァ イル ・ ブラ ウザーで、 必要なフ ァ イル （既存の HDL 
ソースや制約フ ァ イル） を選択し ます。 この際、 ウ ィ ン ド ウ左下の 「Copy source to...」 チェ ッ ク ボ ッ ク スに  
チェ ッ クが入っている と、 選択し たフ ァ イルがプロ ジェ ク ト のフ ォルダーへコ ピーされ、 それがイ ンポー ト
されます。 チェ ッ クが入っていない場合は選択し たフ ァ イルがイ ンポー ト されます。

　 各ソース フ ァ イルはプロ ジェ ク ト 作成後でも イ ンポー ト でき ますので、 このステ ッ プで全てを イ ンポー ト
する必要はあ り ません。 完了後 『Next >』 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 次はターゲ ッ ト ・ デバイ スの選択ウ ィ 
ン ド ウが表示されます （図 2-6）。

図 2-6. プロ ジェ ク ト の新規作成～デバイ ス選択

　 このウ ィ ン ド ウで、 使用するデバイ スやス ピード グレード、 パッ ケージを選択し ます。 ラ イセン ス ・ タ イ
プに よ って選択で き る フ ァ ミ リ ーに違いがあ り ます。 有償版 （Subscription） ラ イ セン スでは全てのフ ァ ミ
リ ーが選択でき ますが、 無償版 （Free） ラ イセン スでは、 SERDES/PCS を内蔵し ているデバイ スは表示され
ないため選択でき ません。 デバイ スやパッ ケージはプロ ジェ ク ト 作成後でも変更でき ますので、 確定し てい
ない条件については暫定的に適当な ものを選択し ておき、 確定後に変更する よ う にし ます。
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　 次に 『Next >』 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 論理合成ツールの選択ウ ィ ン ド ウが開き ます （図 2-7、 一部） 。  
デフ ォル ト の論理合成ツールは LSE （Lattice Synthesis Engine） ですが、 Synplify Pro を選択する事も可能で   
す。 また、 プロジェ ク ト 生成後でも、 変更する こ と が可能です。

図 2-7. 論理合成ツールの選択

図 2-8. 新規プロ ジェ ク ト の作成～設定確認ウ ィ ン ド ウ例

　 次に 『Next >』 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 これまでの設定の確認ウ ィ ン ド ウが開き ます （図 2-8、 一部） 。  
『Finish』 ボタ ン （図 2-8 では未表示のウ ィ ン ド ウ下部） を ク リ ッ クすれば、 設定は完了です。 設定内容を変 
更する場合は、 『< Back』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て適切なウ ィ ン ド ウ まで戻 り 、 設定変更を行って く ださい。 作 
成されたプロジェ ク ト 情報 （イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンやイ ンポー ト し たフ ァ イル等） は、プロジェ ク ト ・ フ ォ
ルダーに ”< プロ ジェ ク ト 名 >.ldf” と い う フ ァ イル名で保存されます。

2.2.2 既存プロ ジェ ク ト のオープン

　 既存の Lattice Diamond プロ ジェ ク ト を開 く には、 メ ニューバーから [File] → [open] → [Project…] の順に     
選択するか、ス ター ト ページ・ビ ュー左上の [Project] セ ク シ ョ ンで ”Open...” を ク リ ッ ク し ます。また [Recent
Projects:] セ ク シ ョ ンには直近に作業し たプロジェ ク ト 名が所定数分表示されています （図 2-9 の赤枠）。 開 
き たいプ ロ ジ ェ ク ト が こ の中にあれば、 そのプ ロ ジ ェ ク ト 名を ク リ ッ ク し て も オープンで き ます。 [Recent
Projects:] に表示するプロジェ ク ト 数は、 オプシ ョ ン設定で変更する こ と ができ ます （第 23.3 節参照）。

図 2-9. 直近プロ ジェ ク ト のオープン
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2.2.3 プロ ジェ ク ト の ク ローズ

　 プロジェ ク ト を ク ローズする場合は、 メ ニューバーから [File] → [Close Project] の順に選択し ます。 他の   
プロ ジ ェ ク ト をオープンするか、 Lattice Diamond をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し て も自動的に ク ローズ されます。 メ 
ニューの [File] → [Close] や [File] → [Close All] ではプロジェ ク ト はク ローズ されません。

2.2.4 プロ ジェ ク ト 生成後の属性などの変更

　 新規プロジェ ク ト 作成後や既存プロ ジェ ク ト の再利用などで、 プロ ジェ ク ト 設定を変更する必要があ る こ
と はご く 一般的に起き ます。

2.2.4.1 ターゲッ ト ・ デバイスの変更

　 ターゲ ッ ト とするデバイ スや、 デバイ スの論理規模 （バルク） 、 或いはパッ ケージやス ピード グレード な
ど、 このよ う な変更の必要があ る場合の操作方法は三通 り あ り ます。

図 2-10. ターゲ ッ ト デバイ スの変更方法 ３

　 第一の方法は Diamond GUI 上部のア イ コ ンバーから、 を ク リ ッ クする こ と で ”Device Selector” ウ ィ ン  
ド ウ を表示させます。 これはプロ ジェ ク ト 作成時のデバイ ス選択 （図 2-6） と 同じ画面です。 第二の方法は 
Diamond の メ ニ ューから [Project] → [Device...] と選択する こ と で同じ ウ ィ ン ド ウ を表示させます。 第三の方
法はフ ァ イル リ ス ト ・ ビ ュー内でプロ ジェ ク ト 名の下に表示されているデバイ ス名をダブルク リ ッ クする こ
と です （図 2-10）。

　 ターゲ ッ ト ・ デバイ スはプロ ジェ ク ト で一つのみ指定可能です。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン毎に異なる設定
はでき ません。 ”Device Selector” ウ ィ ン ド ウでの操作はプロ ジェ ク ト 作成時と同様です。 変更する と、 それ 
までに処理が完了し ているプロセスでも全て論理合成からの再実行にな り ます。

2.2.4.2 論理合成ツールの変更

　 プロジェ ク ト 生成時に選択し た論理合成ツールを変更する必要があ る場合の操作方法も三通 り あ り ます。

　 第一の方法は Diamond GUI 上部のア イ コ ンバーから、 を ク リ ッ ク し て ”Project Properties” ウ ィ ン ド ウ

を表示させます。 第二の方法は Diamond の メ ニューから [Project] → [Property Pages] と選択する こ と で同じ 
ウ ィ ン ド ウ を表示させます。 どち ら も あ らかじめ変更対象のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを ” ア ク テ ィ ブ ” にし
ておき ます （第 2.3.3 項）。 その後表示される ウ ィ ン ド ウの右枠で 「Synthesis Tool」 のセルを ク リ ッ クする と 
現れるプルダウ ンから選択し ます。

　 第三の方法はフ ァ イル リ ス ト ・ ビ ュー内で ” ア ク テ ィ ブ ” な当該イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを選択し た後に
右ク リ ッ クする と表示される メ ニューから [Select Synthesis Tool...] を選択し ます （図 2-11 左）。 ”Project 
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Properties” ウ ィ ン ド ウが表示されますので （図 2-11 右）、 あ と は同様に操作し ます。

図 2-11. 論理合成ツールの変更操作

　 論理合成ツールはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン毎に異なる指定ができ ます。 いずれかのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンで変更し て も、 他のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには作用し ません。 また、 変更する と論理合成プロセスから
の再実行にな り ます。

2.2.5 プロ ジェ ク ト の複製

　 プロジェ ク ト を複製するためには、メ ニューから [File] → [Save Project As...] を選択し て表示される ウ ィ ン  
ド ウで、 保存フ ォルダーと別名のプロ ジェ ク ト 名称を指定し ます （図 2-12）。

図 2-12. プロ ジェ ク ト の複製

2.2.6 アーカ イブ ・ プロ ジェ ク ト の作成

　 プロジェ ク ト を保存する場合や何らかの都合でフ ォルダーを移動させる場合等に、 プロ ジェ ク ト のアーカ
イブを作成する こ と ができ ます。メ ニューバーから [File] → [Archive Project] を選択する と、”Archive Project”    
ウ ィ ン ド ウが開き ます。 このウ ィ ン ド ウでアーカ イブ ・ フ ァ イル （.zip） の保存先と名称を指定し ます。 アー
カ イブ ・ フ ァ イルであ る こ と が容易に判別でき る よ う な名称、 例えば ”xxx_archv.zip” のよ う にする こ と を推
奨し ます。

　 Diamond の環境設定オ プ シ ョ ン の一つで あ る 「Archive all files under the Project directory when archving        
project」 がデフ ォル ト でイネーブルされています （第 23.3.1 節参照） 。 この状態、 または ”Archive Project”  
ウ ィ ン ド ウ左下にあ る 「Archive all files under the Project directory.」 にチェ ッ クが入れる と、 プロ ジェ ク ト と      
の関連に関わらずプロジェ ク ト ・ フ ォルダ下にあ る フ ォルダ と フ ァ イル全てが含まれる アーカ イブが作成さ
れます。 チェ ッ クが入っていない場合で、 かつ環境設定オプシ ョ ンがデフ ォル ト からデ ィ セーブルに変更さ
Lattice Diamond プロジ ェ ク ト 構造 2-7
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れた場合は、プロ ジェ ク ト の復元に必要な関連フ ォルダ と フ ァ イルのみの、サイ ズの小さいアーカ イブ・ フ ァ
イルが作成されます。 FAE のテ ク ニカルサポー ト にプロ ジ ェ ク ト を送付し て技術支援を受ける場合などに、 
後者のアーカ イブ機能を用いる と、 小さいフ ァ イルサイ ズでや り と り が容易にな り ます。

　 なお、 予期し ない ト ラブルを防ぐため、 アーカ イブ後の .zip フ ァ イルは Windows 対応の解凍ツールを用い
て unzip するのではな く 、 メ ニューから [File] → [Open] → [Archived Project...] を選択し て （図 2-13） 復元す      
る よ う にし ます。

図 2-13. アーカ イブ ・ プロ ジェ ク ト の復元操作 １

　 立ち上がる ウ ィ ン ド ウ （図 2-14） で、アーカ イブ・ フ ァ イル と復元先のフ ォルダーを 「Destination directory」  
セルにブラ ウズ後指定し て 『OK』 を ク リ ッ ク し ます。

図 2-14. アーカ イブ ・ プロ ジェ ク ト の復元操作 ２

　 指定し た復元先のフ ァ イル / フ ォルダー構造は、 アーカ イブ元のそれ と は異な り 、 ツール所定の様式で展
開されます。

　 なお、 当該デザイ ンにモジ ュール生成ツールで作成し た ”ROM モジュール ” が含まれている場合は注意が
必要です。 ROM 生成には必ず メ モ リ 初期化用のテキス ト ・ フ ァ イル ”xxx.mem” が必要です （第 4.2.3 節参 
照）。 生成された ROM モジ ュールを再生成する状況がなければ mem フ ァ イルは不要ですが、 プロ ジェ ク ト ・
フ ォルダー下に無い場合は、 いずれにし ろアーカ イブ zip には含まれないこ と に、 ご留意 く ださい。

2.3 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの管理
　 ” イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ” と は、 前述の とお り デザイ ンの管理単位であ り 、 デザイ ン実装に関わる全て
のフ ァ イルを含んだものです。 Diamond では、 単一プロ ジェ ク ト 内に複数のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを定義
する こ と ができ ます。 それぞれのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで異なる ソース フ ァ イルや制約フ ァ イル、 あ るい
はオプシ ョ ンを用いて論理合成や配置配線を行 う こ と ができ ます。 Diamond では単一プロ ジェ ク ト 内で最適
な実装の推敲を行 う こ と が容易です。

2.3.1 新規イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの追加

　 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは新規プロ ジェ ク ト を作成し た際に必ず １ つ作成されます （ユーザが命名）。
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図 2-15. イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの追加

　 追加の新規イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが必要な場合、 メ ニューバーから [File] → [New] → [Implementation...]    
の順に選択するか、フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューの一番上に表示されているプロ ジェ ク ト 名を右ク リ ッ ク し [Add]
→ [New Implementation...] の順に選択し ます （図 2-15）。 これで ”New Implementation” ウ ィ ン ド ウが表示され    
ます （図 2-16）。

図 2-16. New Implementation ウ ィ ン ド ウ

　 「Name:」 セルは追加する イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの名称、 「Directory:」 セルはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで
使用する フ ァ イルを格納する フ ォルダー名を入力し ます。 名称を先に入力する と フ ォルダー名も自動的に同
じ ものが入力されますが、 変更する こ と もでき ます。

　 「Default Strategy:」 セルはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに適用する ス ト ラ テジーを選択し ます。 右側の▼ア イ 
コ ンを ク リ ッ クする と、 プロ ジェ ク ト に登録されている ス ト ラ テジーの一覧が表示されますので、 適切な も
のを選択し ます。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン作成後に変更する こ と も可能です。

　 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン作成時にソース フ ァ イルのイ ンポー ト を行 う こ と ができ ます。 『Add Source』 ボタ 
ンを ク リ ッ クする と、 プルダウ ン メ ニューで [Browser...] と [From Existing Implementation] が表示されます。  
ブラ ウザを使用し て既存のフ ァ イルを選択する場合は前者を選択し ます。 既存のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに
イ ンポー ト されている ソース を選択する場合は、 後者を選択し ますが、 する と既存のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ン名が全て候補と し て リ ス ト されますので、 その中から １ つを選択し ます （図 2-17。 この図では一つのみ）。

　 この際、 ウ ィ ン ド ウ左下の 「Copy source to implementation directory」 にチェ ッ ク が入っている と、 選択し    
た ソースは新規に作成し た イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのフ ォルダーにコ ピーされ、それがイ ンポー ト されます。
チェ ッ クが入っていない と選択し たオ リ ジナルの ソース フ ァ イルがイ ンポー ト されます。

　 コ ピーし た ものを イ ンポー ト する場合、 オ リ ジナルの ソース フ ァ イルは変更されませんので、 他のイ ンプ
リ メ ンテーシ ョ ンのソースには影響し ません。 逆にオ リ ジナルのソース フ ァ イルを イ ンポー ト する場合、 複
Lattice Diamond プロジ ェ ク ト 構造 2-9
©2021 Macnica, Inc.



Rev.3.12
数のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンが同一ソース を参照し ていれば、 更新された際に全てが影響されます。

図 2-17. 既存イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンからのソースのイ ンポー ト 例

　 必要な ソース を選択後、 『OK』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て設定は完了です。 ” イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォ
ルダー ” が自動作成され、 各種フ ァ イル / サブフ ォルダーがその下に置かれます。

2.3.2 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの複製 （ク ローン）

図 2-18. イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの複製

　 Lattice Diamond にはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの複製 （” ク ローン ・ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ”） を容易に 
生成する機能があ り ます。

図 2-19. ク ローン ・ イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの設定

　 複製の元にな る イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを選択後、右ク リ ッ ク で[Clone Implementation...]を選びます（図 2-  
18）。 ” ア ク テ ィ ブ ” （次項で記述） でないイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでも選択は有効です。 その後表示される
ウ ィ ン ド ウ （図 2-19） で複製後の名称を 「Name:」 セルに入力し ます。 下部でソース フ ァ イルを参照するか、
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©2021 Macnica, Inc.



Rev.3.12
コ ピーするかの指定も行います。

　 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンがフ ォルダー一括で複製され、 付与し た名称にされます。

2.3.3 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのア ク テ ィ ブ化

　 複数のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを持つプロ ジェ ク ト では、 ” ア ク テ ィ ブ ” な イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは一
つだけです。 ア ク テ ィ ブ と は、 論理合成以下各処理プロセスの対象と い う こ と です。 従って意図する処理対
象のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは、 初めにア ク テ ィ ブ化し てから、 またはア ク テ ィ ブであ る こ と を確認し てか
らすべての操作を行 う 必要があ り ます。

　 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューで、 ア ク テ ィ ブ化し たいイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名を選択後に右ク リ ッ ク し、 メ
ニューから [Set as Active Implementation] を選択し ます。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンがア ク テ ィ ブになった こ と   
を示すボール ド字体にな り ます。

図 2-20. イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのア ク テ ィ ブ化

2.3.4 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの削除

　 不要な イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンをプロ ジェ ク ト から削除するには、 まずそのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを非
ア ク テ ィ ブ化 （他のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンをア ク テ ィ ブ化） し ます。 次にそのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名
を右ク リ ッ ク し、 [Remove] を選択するか （図 2-20 で赤枠の下）、 またはイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを選択し た  
状態でキーボード の [Delete] キーを押し ます。

　 ア ク テ ィ ブな イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンは削除でき ません。 なお、 ” 削除 ” はイ ンポー ト 情報の削除であ り 、
フ ァ イルやフ ォルダー自体は削除されません。

2.3.5 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのプロパテ ィ 設定

　 プ ロパテ ィ 設定は メ ニ ューバーか ら [Project] → [Property Pages] の順に選択する か、 フ ァ イル リ ス ト ・   
ビ ューで イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名を右 ク リ ッ ク し て [Properties] を選択し ます （図 2-21） 。 こ れに よ り 
”Project Properties” ウ ィ ン ド ウが立ち上が り ます （図 2-22）。

　 プロパテ ィ 設定には、 最上位モジ ュール名、 HDL パラ メ ータ、 VHDL フ ァ イルのコ ンパイルラ イブラ リ ー
名、 Verilog HDL ソース内でイ ン クルード されている フ ァ イルがあ る フ ォルダーのサーチ指定、 などがあ り

ます。
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図 2-21. イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンのプロパテ ィ 設定

　 意図する イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン名を左枠で選択し、 右枠内でそれぞれ設定し ます。

図 2-22. Project Properties ウ ィ ン ド ウ～イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン

　 非ア ク テ ィ ブな イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンを選択し た場合は、 何も表示されません。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ
ンのプロパテ ィ と し て設定でき るのは以下の 4 つの項目です。

　 Top Level Unit

イ ンポー ト し たデザイ ン ソースの最上位階層のエンテ ィ テ ィ （VHDL） / モジュール （Verilog） 名を入
力し ます。 ほ と んどの場合、 最上位階層名は イ ンポー ト し た ソ ースか ら自動的に検出し ます。 し か し
VHDL/Verilog HDL 混在の場合など、最上位階層が認識されないケースがあ り ます。 そのよ う な場合にこ 
こ で指定し ます。

　 Synthesis Tool

選択されている論理合成ツールが表示されますが、 変更する こ と ができ ます。

　 HDL Parameters

HDL ソースにグ ローバルで作用するパラ メ ータ （generic/VHDL、 parameter/Verilog） やコ ンパイ ラ指示 
子 （Verilog） を指定する こ と ができ ます。 これ以外のパラ メ ータは HDL ソース内の値が適用されます。
設定は以下のよ う に記述し ます。 複数定義する場合はセ ミ コ ロ ンで分離し ます。
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記述ルール パラ メ ータ = 設定値

記述例 g_bus_width=16; comm_id=8;

　 VHDL Library Name

イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンで、 デフ ォル ト で使用する VHDL ソースのコ ンパイル先ラ イブラ リ ー名の設
定です。 デフ ォル ト ではデザイ ン全体が work ラ イブラ リ ー と し て コ ンパイルされます。 VHDL ソース
フ ァ イル単位でコ ンパイル ・ ラ イブラ リ ー名が異なる場合は、 このウ ィ ン ド ウ左枠で当該 VHDL ソース
フ ァ イルを選択し、 右枠の ”VHDL Library Name” セルに入力し ます。

　 Verilog Include Search Path

Verilog HDL ソース内で相対パス記述でイ ン クルード し ている フ ァ イルを検索するパスの設定です。 イ 
ン クルード される フ ァ イルが、 ソース内にフルパスでフ ァ イル名が記述されていた り 、 プロ ジェ ク ト 内
の適切なフ ォルダーに保存されていた り する場合は、 設定する必要はあ り ません。

なお、 既知の問題と し て、 Lattice Diamond 3.12 では ”Verilog Include Search Path” セルを ク リ ッ クする     
と 現れるべき 『ブラ ウ ズボタ ン』 が表示されません。 手動で直接フ ォルダーパス を編集し て入力する よ
う にし ます （さ も な く ば Diamond 3.11 に戻って ”Project Properties” ウ ィ ン ド ウ を開き設定する必要があ  
り ます）。

2.4 ス ト ラ テジーの管理
　 ス ト ラ テジーは前述のよ う に各プロ セスの制約設定 （Constraints、 Preferences） やオプシ ョ ン設定を一元
管理する機構です。 Diamond では、 プロ ジェ ク ト 内に複数のス ト ラ テジーを持ち、 それぞれのス ト ラ テジー
では異な るオプシ ョ ン設定を定義する こ と ができ ます。イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンご と に ” ア ク テ ィ ブ ” な（有
効な） ス ト ラ テジーは一つだけ選択でき ます。

2.4.1 デフ ォル ト のス ト ラ テジー

　 プロジェ ク ト を作成し た際に、 以下の 5 つのス ト ラ テジーが作成されています。 Strategy1 以外は編集する
こ と ができ ません。

　 　 Area : 必要な リ ソース （ス ラ イ ス） 数が最小にな る よ う に設定されたス ト ラ テジー

　 　 I/O Assistant : I/O Assitant 機能 （IO の配置ルールチェ ッ ク） を実行するためのス ト ラ テジー。 IO の  
ルールチェ ッ ク だけの処理用であ り 、 配線処理は行われない

　 　 Quick : プロセスの処理時間を優先する よ う に設定されたス ト ラ テジー

　 　 Timing : タ イ ミ ング要求を優先する よ う 設定されたス ト ラ テジー （全てデフ ォル ト ）

　 　 Strategy1 : Timing と同じ （ユーザーが編集可能）

　 ス ト ラ テジーを追加するには、 新たに作成する方法と、 既存のス ト ラ テジーを複製する方法があ り ます。

図 2-23. ス ト ラ テジーの追加
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2.4.2 新規ス ト ラ テジーの作成

　 新規作成する場合は、 メ ニ ューバーから [File] → [New] → [Strategy...] の順に選択するか、 フ ァ イル リ ス    
ト ・ ビ ュー内の [Strategies] 表記を選択し て右ク リ ッ ク し、[Add] → [New Strategy...] と選択し ます （図 2-23）。    
これで、 ”New Strategy” ウ ィ ン ド ウが表示されます （図 2-24）。

　 New Strategy ウ ィ ン ド ウの 「Strategy ID:」 セルにはス ト ラ テジー名を入力し ます。 Lattice Diamond 上には   
こ の名前で表示されます。 「File name:」 セルにはデフ ォル ト でス ト ラ テジー ID と 同じ名前が設定されます  
が、 変更する こ と ができ ます。 「Save to Location:」 セルはス ト ラ テジー設定フ ァ イルを保存する フ ォルダー  
です。 デフ ォル ト ではプロ ジェ ク ト フ ォルダーが設定されていますが、 変更する こ と が可能です。

図 2-24. New Strategy ウ ィ ン ド ウ

　 全ての設定完了後、 OK ボタ ンを ク リ ッ クする と、 新規ス ト ラ テジー （設定は全てデフ ォル ト ） が作成さ
れ、 ”< ス ト ラ テジー名 >.sty” と い う フ ァ イル名で指定フ ォルダーに保存されます。

2.4.3 ス ト ラ テジーの複製

　 Lattice Diamond には既存ス ト ラ テジーの複製 ” ク ローン （Clone） ” を作成する機能があ り ます。 複製し た 
いス ト ラ テジーを選択し て右ク リ ッ ク し、 表示される メ ニューから [Clone Strategy...] を選択し ます （図 2-  
25）。 これで、 図 2-24 と同様の ”Clone *** ウ ィ ン ド ウ ” （’***’ は複製元のス ト ラ テジー名） が立ち上が り   
ますので、 新ス ト ラ テジー名を入力し ます。

図 2-25. ス ト ラ テジーの複製

　 New Strategy ウ ィ ン ド ウの設定は、 新規ス ト ラ テジーを追加する場合と 同じですが、 作成される ス ト ラ テ  
ジーの設定値が複製元と同じになっています。 プロ ジェ ク ト 作成時にデフ ォル ト で生成される設定変更でき
ない ”Strategy1” 以外のス ト ラ テジーでも、 複製版は変更でき ます。
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2.4.4 使用する ス ト ラ テジーの選択 （ア ク テ ィ ブ化）

　 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでは、 ” ア ク テ ィ ブ化 ” されている １ つのス ト ラ テジーのみが有効です。 このた
め ” ス ト ラ テジーのア ク テ ィ ブ化 ” がすなわち使用する ス ト ラ テジーの選択にな り ます。

　 ス ト ラ テジーをア ク テ ィ ブ化するには、 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューで当該ス ト ラ テジーを右ク リ ッ ク し て選
択後右ク リ ッ ク し、 表示される メ ニューから [Set as Active Strategy] を選択し ます （図 2-26）。 ア ク テ ィ ブ化    
されたス ト ラ テジーは太字で表示され、 以後のプロセス処理に適用されます。

図 2-26. ス ト ラ テジーのア ク テ ィ ブ化

2.4.5 ス ト ラ テジーの削除

　 プロジェ ク ト で不要になったス ト ラ テジーは削除でき ます。 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューで削除し たいス ト ラ
テジーを右ク リ ッ ク し て選択後、表示 メ ニューから [Remove] を選択するか （図 2-27）、キーボード の 『Delete』 
キーを押すと、 ス ト ラ テジーがプロ ジェ ク ト から削除されます。 ” プロジェ ク ト から削除 ” する こ と はイ ン
ポー ト 情報の削除であ り 、 ス ト ラ テジー ・ フ ァ イルの削除ではあ り ません。

図 2-27. ス ト ラ テジーの削除

　 なお、 ア ク テ ィ ブなス ト ラ テジーは削除でき ません。 また、 プロ ジェ ク ト 作成時に自動生成されている五
つは、 ”Strategy1” を含めて全て削除でき ません。

2.4.6 ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ンの編集

　 ス ト ラ テジー ・ オプシ ョ ン項目を変更 ・ 編集するためには、 まずフ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューでス ト ラ テジー
名をダブルク リ ッ クするか、 または意図する ス ト ラ テジーを右ク リ ッ ク し て選択後、 表示される メ ニューか
ら [Edit] を選択し ます。 ス ト ラ テジーの設定ウ ィ ン ド ウが立ち上が り ます （図 2-28）。
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図 2-28. ス ト ラ テジーの設定ウ ィ ン ド ウ （PAR）

　 このウ ィ ン ド ウで各プロセスの定義済みオプシ ョ ン設定を変更する こ と ができ ます。 左枠で意図するプロ
セスかサブプロセス を選択し ます。 オプシ ョ ン項目の詳細については、 各プロセス章をご参照 く ださい。

　 なお、 MachXO3 フ ァ ミ リ ーの 9400HC デバイ スに限 り 、 PAR サブプロセス と し て ”Thermal Analysis” が加 
え られています。 消費電力解析が完了し ている こ と を担保し て、 先に進める よ う になっています。

2.5 LPF 制約フ ァ イルの管理
　 LPF （Logical Preference File） 制約フ ァ イルは設計制約を記述する フ ァ イルで、 拡張子は .lpf です。 Diamond  
プロジェ ク ト の各イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには 1 つ以上の LPF 制約フ ァ イルが存在でき ますが、 イ ンプ リ メ
ンテーシ ョ ンご と に " ア ク テ ィ ブ " な LPF は一つです。 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンの ク ローン機能を活用し、  
複数の制約フ ァ イルで異な る制約設定を行い、 これら を切 り 替えて実装し た結果を吟味する こ と で、 最適な
制約を容易に推敲する こ と ができ ます。

　 新規プロジェ ク ト 作成時に既存の LPF を イ ンポー ト でき ますが、そ う し ない場合は自動的に生成されて組
み込まれます。 名前は ”< プロジェ ク ト 名 >.lpf” にな り ます。 デフ ォル ト の内容は、 どの実装にも適用される
二つの BLOCK 制約が記述されているのみです。 ユーザーはこの LPF フ ァ イルを直接テキス ト エデ ィ ターで
編集し て も良いですが、 一般的には第 16 章に記述する ” スプレ ッ ド シー ト ・ ビ ュー ” で作成 ・ 更新し ます。

　 これ以外に新規制約フ ァ イルを追加する場合は、 メ ニューバーから [File] → [New] → [File…] の順に選択    
するか、 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューのイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ セ ク シ ョ ン下 [LPF Constraint Files] 行を選択  
後右ク リ ッ ク し、 表示される メ ニューから [Add] → [New File...] の順に選択し ます。 これで、 ”New File” ウ ィ    
ン ド ウが起動し ます。
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2.5.1 新規 LPF 制約フ ァ イルの作成

図 2-29. 新規 LPF 制約フ ァ イルの作成

　 Categories 枠で ”Source Files”、 Source Files 枠で ”Preference Files” を選択し、 「Name:」 セルにフ ァ イル名   
を入力し ます。 「Ext.」 部 （図 2-30 丸印） で拡張子を選択する こ と もでき ますが、 基本的には ”lpf” を選択し 
ます。 設定完了後に 『New』 ボタ ンを ク リ ッ クする と、 新しい LPF 制約フ ァ イルが作成されテキス ト エデ ィ
ターが立ち上が り ます。 編集後は自動的にイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに取 り こ まれます。

図 2-30. New File ウ ィ ン ド ウ （LPF 制約フ ァ イルの作成）

　 新たに作成する LPF 制約フ ァ イルの作業開始時は、 完全なブラ ン ク です。 プロ ジェ ク ト 作成時に自動で生
成される LPF デフ ォル ト に含まれる BLOCK 制約も記述されていません。

　 ”LPF 制約フ ァ イルの複製 ” 機能はあ り ません。 マニュ アルでフ ァ イルや記述内容のコ ピーを行います。

　 LPF 制約フ ァ イルを イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに追加する場合、新規作成ではな く 既存のものを編集し た り 、
別名で複製し て イ ンポー ト し た方が容易な場合があ り ます。 一般的には前述の通 り ” スプレ ッ ド シー ト ・
ビ ュー ” で作成 ・ 更新し ます。

　 また、 ピン配置指定についての手法例があ り ます。 I/O タ イ ミ ング / 動作周波数やデバイ ス と し ての DRC
に問題がないこ と が確認でき ている場合、 一度 PAR まで処理プロセス を完了する と ”PAD レポー ト ” （拡張
子 .pad） が生成されます。 その最終部分には LPF 文法に従ったピン配置指定の制約文がま と められていま
す。 PAD レポー ト の形式は、 この部分を LPF にコ ピー＆ペース ト する こ と を想定し ています。

2.5.2 既存 LPF 制約フ ァ イルのイ ンポー ト

　 既存の LPF 制約フ ァ イルを イ ンポー ト する場合は、 メ ニューバーから [File] → [Add] → [Existing File...] と     
選択するか、 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューでイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ セ ク シ ョ ン下 [LPF Constraint Files] 行を  
選択後右ク リ ッ ク し、 表示される メ ニューから [Add] → [Existing File...] の順に選択し ます （図 2-31）。
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図 2-31. 既存 LPF 制約フ ァ イルのイ ンポー ト

　 ”Add Existing File” ウ ィ ン ド ウ （図 2-32） が表示されます。

図 2-32. イ ンポー ト する LPF 制約フ ァ イルの選択

　 まず ”Files of Type” と し て [LPF Constraint Files （*.lpf） ] を選択し ます。 ブラ ウ ズ し て表示される LPF 制      
約フ ァ イル候補から適切なフ ァ イルを選択し、 『Add』 ボタ ンを ク リ ッ ク し て イ ンポー ト し ます。

　 こ こ で、 ウ ィ ン ド ウ左下の [Copy file to Implementation’s Source directory] にチェ ッ ク が入っている と、 イ     
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーにコ ピーが作成され、 これがイ ンポー ト されます。 チェ ッ ク が入ってい
ない場合は、 選択し たフ ァ イルがイ ンポー ト されます。

2.5.3 有効にする LPF 制約フ ァ イルの選択 （ア ク テ ィ ブ化）

図 2-33. LPF 制約フ ァ イルのア ク テ ィ ブ化
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　 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンに複数の LPF 制約フ ァ イルがイ ンポー ト されている場合でも、有効な ものは " ア
ク テ ィ ブ ” な １ つのみです。 このため ”LPF 制約フ ァ イルのア ク テ ィ ブ化 ” が使用する LPF 制約フ ァ イルの
選択にな り ます。 ア ク テ ィ ブ化するためには、 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューでア ク テ ィ ブでない LPF 制約フ ァ イ
ルを選択後右ク リ ッ ク し、 表示される メ ニュから [Set as Active Preference File] を選択し ます （図 2-33）。 ア     
ク テ ィ ブ化された LPF 制約フ ァ イルは太字で表示され、 以後のプロセス処理に適用されます。

2.5.4 LPF 制約フ ァ イルの削除

　 不要になった LPF 制約フ ァ イルは、 プロジェ ク ト から削除する こ と ができ ます。 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ュー
で削除し たい LPF 制約フ ァ イルを選択後右ク リ ッ ク し、表示される メ ニ ューから [Remove] を選択するか、選
択し た状態でキーボード の 『Delete』 キーを押し ます （図 2-34）。 ” プロ ジェ ク ト から削除 ” はイ ンポー ト 情 
報の削除であ り 、 フ ァ イル自体は削除されません。

図 2-34. LPF 制約フ ァ イルの削除

　 なお、 ア ク テ ィ ブな LPF 制約フ ァ イルは削除でき ません （LPF 制約フ ァ イルが １ つしかない場合を含む）。

2.6 RTL ソース フ ァ イルの管理

2.6.1 新規 RTL ソース フ ァ イルの作成

　 新規 RTL ソース フ ァ イルを作成する場合、 メ ニューバーから [File] → [New] → [File...] と選択するか、 も    
し く はフ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューでイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・セ ク シ ョ ン下の [Input Files] 行を選択後右ク リ ッ 
ク し、表示される メ ニ ューから [Add] → [New File...] の順に選択し ます。”New File” ウ ィ ン ド ウが起動し ます。

図 2-35. 新規 RTL ソース フ ァ イルの作成
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　 Categories 枠で ”Source Files”、Source Files 枠で ”VHDL Files” か ”Verilog Files” （または ”Schematic Files”）     
を選択し、 「Name:」 セルにフ ァ イル名を入力し ます。 「Ext.」 部 （図 2-36 丸印） で拡張子を選択する こ と も 
でき ます （これに応じ て適切な ものが幾つか表示されます）。

図 2-36. ソース フ ァ イルの追加 （New File ウ ィ ン ド ウ）

　 設定完了後に 『New』 ボタ ンを ク リ ッ クする と フ ァ イルが作成され、 テキ ス ト エデ ィ ター （または回路図
エデ ィ ター） が立ち上が り ます。 なお、 「Add to Implementation」 ボ ッ ク スにチェ ッ クが入っている と、 フ ァ  
イルは作成し た時点でイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにイ ンポー ト されます。

2.6.2 既存の RTL ソース フ ァ イルのイ ンポー ト

　 作成済みの RTL ソース フ ァ イルを イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにイ ンポー ト する場合は、 メ ニ ューバーから
[File] → [Add] → [Existing File...] の順に選択するか、 も し く はフ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューでイ ンプ リ メ ンテー      
シ ョ ン ・ セ ク シ ョ ン下の [Input Files] 行を選択後右ク リ ッ ク し、 表示される メ ニューから、 [Add] → [Existing  
File...] の順に選択し ます （図 2-37）。 ”Add Exiting File” ウ ィ ン ド ウが表示されます （図 2-38）。

図 2-37. 既存の ソース フ ァ イルのイ ンポー ト

　 ”Add Exiting File” ウ ィ ン ド ウでは、 まず ”Files of Type” と し て ”Input Files （*.vhd *.v ...） ” を選択し ます。        
これで リ ス ト に RTL ソース フ ァ イル候補が表示されますので、 適切なフ ァ イルを選択し 『Add』 ボタ ンを ク
リ ッ ク し ます。

　 こ こ で、 ウ ィ ン ド ウ左下の 「Copy file to Implementation’s Source directory」 にチェ ッ クが入っている と、 イ
2-20 Lattice Diamond プロジ ェ ク ト 構造
©2021 Macnica, Inc.



Rev.3.12
ンプ リ メ ンテーシ ョ ン下の ”source フ ォルダー ” にコ ピーが作成され、 これがイ ンポー ト されます。 チェ ッ
クが入っていない場合は、 選択し たフ ァ イルがイ ンポー ト されます。

図 2-38. イ ンポー ト する ソース フ ァ イルの選択

　 なお、 Clarity Designer や IPexpress などのモジュール生成ツール （第 4 章参照） で生成し たモジュール記述 
の場合は、 RTL 記述の ト ッ プフ ァ イル （.v/.vhd） ではな く 、 それらの定義フ ァ イル （拡張子 ”.sbx” または
”.ipx”） を イ ンポー ト し ます。 RTL フ ァ イルを イ ンポー ト し て も構いませんが、 その場合は後述の ”Exclude
from Implementation” 指定を し ておき ます。RTL と .sbx/.ipx の両方が有効になっている と、予期し ない処理結 
果にな る場合があ り 得ます。

2.6.3 対象プロセスの指定

　 イ ンポー ト し た RTL ソース フ ァ イルは、デフ ォル ト で ” シ ミ ュ レーシ ョ ンおよび論理合成 ” の対象と し て
設定されます。 対象とするするプロセス を変更する こ と ができ ます。

図 2-39. RTL ソース フ ァ イルの対象プロセス を指定

　 当該 RTL ソース フ ァ イルを選択後、右ク リ ッ ク し て表示される メ ニューから [Include For] を選択する と リ 
ス ト が表示されますので、 この中から １ つを選択し ます。

　 [Synthesis] または [Synthesis and Simulation] を選択し た ソースは、 論理合成の対象と な り ます。 [Simulation]  
または [Synthesis and Simulation] を選択し た ソースは、 ”Simulation Wizard” （第 10.2 節） で論理シ ミ ュ レー    
シ ョ ン用のコ ンパイルス ク リ プ ト が自動作成される時に、 デフ ォル ト でコ ンパイル対象と し て含まれます。
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　 　 使用例

・ テス ト ベンチを イ ンポー ト し て [Simulation] に設定

・ IP コ アを使用する場合に、シ ミ ュ レーシ ョ ン用のビヘイ ビアモデル と合成用のブラ ッ ク ボ ッ ク ス
モデル両方を イ ンポー ト し てそれぞれ [Simulation]、 [Synthesis] に設定

2.6.4 使用し ないソース フ ァ イルの扱い

　 RTL ソース フ ァ イルは、 イ ンポー ト し ていて も イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンご と に処理の対象から除外する こ
と ができ ます。 例えば （内部の記述が異な るが） 同じ entity/module 名のフ ァ イルを複数イ ンポー ト し てお
き、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン毎に使用する フ ァ イルを切 り 替えて使用する こ と ができ ます。

図 2-40. RTL ソース フ ァ イルの除外

　 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューの [Input Files] セ ク シ ョ ンで、 処理対象から外し たいフ ァ イルを選択し た後、 右 
ク リ ッ ク し て表示される メ ニューから [Exclude from Implementation] を選択する と、 そのフ ァ イルは処理対象  
から除外されます （図 2-40）。 対象から除外されたフ ァ イルは、 薄い文字で表示されます。

　 この設定は選択されている イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンでのみ有効です。 他のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンには反
映されません。 また ”Remove” と は異な り 、 イ ンポー ト 自体は解除されません。

　 一度除外 し た フ ァ イ ルを再び処理対処に戻す場合は、 同様に右 ク リ ッ ク し て表示 さ れ る メ ニ ューか ら
[Include in Implementation] を選択し ます。

2.6.5 RTL ソース フ ァ イルの削除

　 不要になった RTL ソース フ ァ イルは、 プロ ジェ ク ト から削除でき ます。 [Input Files] セ ク シ ョ ンで削除し 
たいソース フ ァ イルを選択後、右ク リ ッ ク し て表示される メ ニューから [Remove] を選択するか、選択し た状
態でキーボード の [Delete] キーを押すと、 プロ ジェ ク ト から削除されます。 フ ァ イル自体は削除されません。

　 また、 イ ンポー ト 済みの RTL ソース フ ァ イルを移動し た場合など、 ツールが見つから ない と判断する と、
当該フ ァ イル名を取 り 消し線で表示し ます。 削除するか、 移動し た ものを元に複製するか戻すなどの対処を
し ます （任意）。

2.6.6 RTL ソース フ ァ イルのプロパテ ィ 設定

　 イ ンポー ト 済み RTL ソース フ ァ イルのプロパテ ィ と し て、 個別に以下の設定を行 う こ と ができ ます。

• VHDL ソースのコ ンパイル先ラ イブラ リ ー名

• Verilog HDL ソース内でイ ン クルード されている フ ァ イルの検索パス

　 第 2.3.5 節と同様の手順で ”Project Properties” ウ ィ ン ド ウ を表示し ます。 ソース フ ァ イルを選択し てから  
表示し て も同様です。 ウ ィ ン ド ウ左枠でプロパテ ィ を設定し たいソース フ ァ イルを選択する と、 ウ ィ ン ド ウ
右側に設定可能な項目が表示されます （図 2-41）。
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図 2-41. Project Property ウ ィ ン ド ウ～ RTL ソース フ ァ イルの設定

　 なお、イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン作成時に既存のイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンにイ ンポー ト されている RTL ソー
ス を参照し た場合、 これらのプロパテ ィ 設定も反映されます。 従って イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン毎に設定し な
おす必要はあ り ません。

2.6.7 デザイ ンの階層構造表示

　 イ ンポー ト し たフ ァ イルは、 フ ァ イル リ ス ト ・ ビ ューではフ ラ ッ ト に表示されるため、 フ ァ イルの過不足
が直感的にはわか り ませんが、 ” ハイ ア ラーキー （Hierarchy） ビ ュー ” でモジュールの階層構造を確認でき
ます。

図 2-42. ハイ ア ラーキー ・ ビ ューによ るモジュールの階層構造表示

　 ハイ ア ラーキー ・ ビ ューは論理合成前後で表示内容が変わ り ます。 論理合成後は LUT、 FF など各 リ ソー
スの使用数がモジ ュールご と、階層ご と に表示されます （図 2-42）。また、 ソース フ ァ イルが VHDL か Verilog 
かでア イ コ ンの色が異な り ます。

図 2-43. デタ ッチし たハイ ア ラーキー ・ ビ ュー例でのア ク シ ョ ン ・ メ ニ ュー
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　 RTL 記述の想定する規模に合致するかど う かの、 おおよその判断が可能です。 また、 回路規模を目標に収
めるための方策を検討するベースにな り ます。

　 図 2-43 のよ う に特定のモジュールを選択し て右ク リ ッ クする と、 メ ニューが表示されます。 [Goto Source  
Definition / Instantiation] を選択する と、 設定し ているエデ ィ ターが開き、 モジュール記述やイ ン ス タ ン ス箇  
所にジ ャ ンプし て表示し ます。 [Export Resource to ASCII / CSV File] ではハイ ア ラーキー ・ ビ ューの表示内      
容を csv フ ァ イルに書き出すこ と ができ ます。

2.7 プロ ジェ ク ト 管理の注意点

2.7.1 LatticeECP3 SERDES マ ク ロのパラ メ ータ フ ァ イル

　 LatticeECP3 PCS （SERDES） マ ク ロの HDL ソースは、 GUI ツール IPexpress で生成されますが、 同時に動 
作モード設定等のパラ メ ータ を記述し たテキス ト フ ァ イル （”autoconfig file”、 拡張子 .txt） も生成されます。 
こ のパラ メ ータ フ ァ イルは、 イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーに置いてお く 必要があ り ます。 ECP5 で
は LatticeECP3 と は異な り ますので、 留意する必要はあ り ません。

　 Export Files プロセス実行時にイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ンフ ォルダーにテキス ト フ ァ イルが無い場合、ツール 
は以下のよ う な メ ッ セージを出力し、 マ ク ロはデフ ォル ト のパラ メ ータで処理が行われますので、 通常は期
待動作にな り ません。

WARNING - Cannot open configure file: [ モジュール名 ].txt. Use the default setting ! 

　 この メ ッ セージが表示された場合、IPexpress で設定し たフ ァ イルの出力先から該当する テキス ト フ ィ ルを
イ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ・ フ ォルダーにコ ピーし て く だ さい。 テキス ト フ ァ イルを File List の Input Files に  
イ ンポー ト し て も適用されませんので、 ご注意 く だ さい。

2.7.2 Windows と Linux 間のデータ移転

　 Windows マシンで作成し たプロ ジェ ク ト を Linux マシンにコ ピーし た場合、 HDL ソースや制約フ ァ イル等
のイ ンポー ト 情報が Linux 上の Lattice Diamond 上で正し く 認識されない場合があ り ます。 これは、 Windows 
上で作成し たフ ァ イルを （そのま ま） Linux 上へコ ピーし た際に、 フ ォ ン ト や文字コード の変換が原因でフ ァ
イル名の大文字／小文字が変更されて し ま う こ と があ るためです。 Linux は大文字小文字を区別し ますので、
フ ァ イル名の大文字／小文字が変換される と正し く 認識でき な く な り ます。

　 回避策は 2 つあ り ます。

１ ． Linux にコ ピーし た ソース フ ァ イル名を全て変更する （拡張子は小文字のま ま）

２ ． Windows から コ ピーする フ ァ イルを tar と gzip で圧縮 （拡張子が tgz or tar.gz） し、 コ ピーし た圧  
縮フ ァ イルを Linux 上で展開する

--- *** ---
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